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佐 々 木 東 洋 の 長 崎 留 学        

黒 川 雄 二  

 

東 洋 は 14 歳 頃 か ら 、父 震 沢 を 見 習 い 江 戸 本 所 で 漢 方 に 基 づ い て 内 科 、

外 科 の 医 療 を 行 っ て い た 。 し か し 、 蘭 方 医 学 を 修 め た い 気 持 ち が 強 く な

り 、 家 計 が 苦 し い 中 で は あ っ た が 父 に 相 談 の 上 、 何 と か 佐 倉 の 順 天 堂 塾

に 入 門 で き た 。 安 政 ４ 年 （ １ ９ ５ ６ ） の 春 、 東 洋 16 歳 の 時 で あ る 。  

東 洋 自 ら 記 録 し た 「 東 洋 手 記 」 に は 、「 安 政 三 年  下 総 佐 倉 に 佐 藤 泰 然

先 生 を 訪 ひ 余 を 入 門 せ し め 學 資 を 給 不 せ ら り た り 。是 れ 杏 雲 堂 の 今 日 あ る

所 以 に て 慈 愛 の 深 き 意 志 の 堅 き 感 泣 す る の 外 無 し 。明 治 二 十 七 年 四 月 二 日

没 す 、 時 に 齢 八 十 四 歳 な り （ 父 震 沢 を 指 す ） 」 と の 記 載 が あ る 。  

佐 倉 順 天 堂 は 、 蘭 方 医 と し て 名 高 い 佐 藤 泰 然 ( 1 ) が 、 佐 倉 藩 主 堀 田 正 睦

の 招 き で 江 戸 か ら 移 住 し 、 天 保 １ ４ 年 （ １ ８ ４ ３ ） に 開 設 し た も の で あ

る 。東 洋 は 、こ の 塾 で オ ラ ン ダ 語 で 学 ぶ 原 書 生 と し て 勉 学 を 開 始 し た が 、

初 歩 を 学 ぶ た め の 辞 書 も さ ら に は 原 書 も 極 め て 手 に 入 り に く く 大 変 な 苦

労 を し た 。「 東 洋 手 記 」に よ れ ば 、文 法 を 学 ん で も ま だ あ た か も「 霧 中 に

座 す る が 如 し 」で あ っ た と い う 。安 政 ５ 年 か ら は 学 資 に 充 て る た め 上 総 、

下 総 で 巟 回 種 痘 を し て 収 入 を 得 た り 、 過 度 の 勉 学 か ら 体 調 を 崩 し 江 戸 本

所 の 自 宅 で 療 養 せ ざ る を 得 な か っ た 。  

回 復 後 佐 倉 順 天 堂 に 戻 っ た の は 、万 延 元 年（ １ ８ ６ ０ ）１ ０ 月 末 で あ っ

た が 、 そ の 頃 、 佐 藤 泰 然 の 養 嗣 子 で あ る 佐 藤 尚 中 ( 2 ) は 、 藩 主 の 許 可 を 得

て オ ラ ン ダ 医 学 を 学 ぶ た め 長 崎 へ 旅 立 と う と し て い た 。 東 洋 は オ ラ ン ダ

医 学 を 学 ぶ い い 機 会 で あ る と 思 い 、 佐 藤 尚 中 に 随 行 す る こ と を 懇 請 し て

認 め ら れ た 。 東 洋 手 記 に 、 「 当 時 長 崎 へ 遊 学 す る は 維 新 後 に 於 て 欧 米 に

留 学 す る よ り は 億 劫 に 覚 へ た り 」 と あ る よ う に 、 長 崎 に 行 く こ と は 海 外

に 出 か け る こ と に 匹 敵 す る 大 事 だ っ た の で あ る 。  

費 用 と し て 何 と か ３ ０ 両 を 親 戚 縁 者 か ら 集 め た 東 洋 は 、 万 延 元 年 １ １

月 １ ２ 日 、 佐 藤 尚 中 門 下 生 で 随 行 を 許 可 さ れ た 関 寛 斎 ( 3 ) ら ５ 人 と 共 に 江

戸 か ら 長 崎 へ 出 立 し た 。 「 泰 然 先 生 は 退 隠 し 尚 中 先 生 当 主 と な り 長 崎 遊

学 を 志 さ れ 藩 主 の 許 可 を 得 た る な り 。 余 随 行 を 請 ふ 。 同 窓 中 其 許 可 を 得

た る 者 は 加 藤 陶 斎 （ 後 林 と 改 む ） 、 児 嶋 朴 仙 、 関 寛 斎 な り 。 寛 斎 は 、 尚

中 先 生 の 用 達 兼 会 計 の 任 を 兼 ね た り 。 其 他 に 福 井 藩 医 益 田 宗 三 、 外 に 同

藩 医 壱 人 な り 」 と あ る 。 東 海 道 を 下 り 、 伊 勢 神 宮 参 拝 を し 、 京 都 に 出 て

淀 川 を 大 阪 に 下 っ た 。こ こ か ら 船 で 瀬 戸 内 海 を 経 て 馬 関（ 下 関 ）へ 着 き 、

小 舟 に 乗 り 換 え 九 州 に 上 陸 、 そ の 後 は 陸 路 を と り 、 長 崎 に は １ ２ 月 ２ １
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日 に 到 着 、 松 本 良 順 ( 4 ) が 滞 在 し て い た 宿 舎 の 寺 町 興 福 寺 に 入 っ た 。  

当 時 の 長 崎 に は 、 安 政 ４ 年 ９ 月 に 来 日 し た ポ ン ペ （ 朊 百 ） ( 5 ) が 、 長 崎

に 来 た 松 本 良 順 を 塾 頭 と す る 門 下 生 に オ ラ ン ダ 医 学 の 教 授 を 開 始 し て い

た 。 松 本 軍 医 頭 を 介 し て 塾 生 と な っ た 人 々 の 名 前 が 「 登 籍 人 名 小 記 」 と

し て 残 っ て い る 。 そ れ に よ れ ば 、 ポ ン ペ が 帰 国 す る 文 政 ２ 年 １ ０ 月 ま で

に 135 名 が 入 門 し て い る 。  

そ の 中 に 、 「 江 戸 本 所 人 万 延 庚 申 之 冬 入 門  佐 々 木 東 洋 」 の 他 、 上 記

佐 倉 順 天 堂 か ら の ５ 名 の 記 載 が あ り 、 一 同 が 万 延 元 年 の 冬 に 到 着 し 入 門

し た こ と が 明 ら か で あ る 。 （ な お 、 「 東 洋 手 記 」 に 「 同 藩 医 壱 人 」 と あ

る の は 、 こ の 一 覧 か ら 、 魚 住 順 方 で あ る こ と が 分 か っ た ） 。 な お 万 延 元

年 の 入 塾 生 は 、 入 澤 恭 平 ( 6 ) 、 長 與 専 斎 ( 7 ) な ど 総 数 53 人 で あ っ た 。 塾 生 の

多 く は 各 藩 の 侍 医 で 豊 富 な 藩 費 を 持 参 し て 来 て い て 、 東 洋 等 佐 倉 順 天 堂

か ら の 貧 乏 書 生 と は 生 活 程 度 が 違 い 交 流 は な か っ た 。因 み に 、同 期 に は 、

松 平 肥 後 臣 、 松 平 越 前 臣 、 島 津 出 雲 臣 な ど に 所 属 す る 医 師 た ち が い る 。  

ポ ン ペ の 講 義 に は 通 訳 が 付 か ず 、 し か も こ れ ま で 聞 い て い た 日 本 人 の

オ ラ ン ダ 語 発 音 は 参 考 に な ら ず 、 学 習 は 困 難 を 極 め た 。 一 講 義 の 間 に 、

一 語 し か 理 解 で き な か っ た こ と も あ る と 記 し て い る 。 し か し 、 既 に ポ ン

ペ は 幕 府 か ら 死 体 解 剖 の 許 可 を 得 て お り 、 東 洋 も 門 下 生 の 一 人 と し て 解

剖 を 学 ん だ 。  

そ の 後 丌 幸 な こ と に あ る 時 、 東 洋 は 所 持 金 を 盗 ら れ て し ま っ た 。 や む

を 得 ず 、 大 切 な オ ラ ン ダ 語 辞 書 を 売 り 払 っ た り 、 筆 耕 を し て 凌 い だ が 間

に 合 わ な い 。 そ こ で 、 長 崎 か ら 近 い 天 草 で 医 業 に つ き そ の 収 入 を 学 資 に

充 て よ う と 思 い 立 ち 、同 窓 の 入 澤 恭 平 に 相 談 し た 。彼 は 小 曽 根 乾 堂 ( 8 ) に 、

東 洋 の 天 草 行 き に 添 え 書 き を 依 頼 し た 。 こ の 事 情 を 知 っ た 佐 藤 尚 中 は 、

強 く 帰 郷 を 勧 め 、 そ れ が 聞 け な い な ら 絶 交 す る と ま で 言 っ た 。 と こ ろ が

そ こ へ 偶 々 父 震 沢 か ら 手 紙 に 添 え て １ ５ 両 の 送 金 が あ り 、 こ の 留 学 の 前

途 が 有 望 だ と 思 う な ら ば 、 さ ら に 学 資 を 送 る と 知 ら せ て き た 。 一 方 、 松

本 良 順 の 進 め て い た 養 生 所 （ 後 に 精 得 館 と 改 称 、 長 崎 医 大 の 前 身 ） の 建

設 が は か ど ら ず 外 来 患 者 の 診 察 も 出 来 な い 有 様 で あ っ た の で 、 東 洋 は 考

え 抜 い た 末 つ い に 佐 藤 尚 中 の 言 い つ け に 従 っ て 帰 郷 す る こ と を 決 心 し た 。 

長 崎 か ら 江 戸 へ の 帰 路 は 、 「 九 州 黒 崎 （ 福 岡 県 北 九 州 市 若 松 区 黒 崎 ）

よ り 乗 船 し 、 風 災 を 四 国 多 度 津 港 （ 香 川 県 多 度 津 町 ） に 避 け 、 夜 を 冒 し

て 讃 州 金 比 羅 宮 （ 香 川 県 仲 多 度 郡 琴 平 町 ） に 参 詣 し 、 大 坂 を 経 て 東 海 道

に よ り 、 文 久 元 年 十 二 月 下 浣 （ 下 旬 ） 帰 宅 せ り 」 と あ る 。  

長 崎 滞 在 中 の 東 洋 に 関 す る 第 三 者 の 記 録 と し て は 、 佐 倉 順 天 堂 か ら 同
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行 し た 関 寛 斎 が 残 し た 「 長 崎 在 学 日 記 」 が 有 益 で あ り 、 東 洋 の 生 活 の 一

端 が 覗 え て 面 白 い 。 関 寛 斎 は 、 万 延 元 年 12 月 か ら 文 久 ２ 年 １ １ 月 ま で

約 ２ 年 長 崎 に 滞 在 し た が 、 日 記 は 、 万 延 元 年 １ ２ 月 ２ ３ 日 か ら 文 久 ２ 年

１ 月 ７ 日 ま で が 記 録 さ れ て い る 。 以 下 に 、 東 洋 に 関 す る 部 分 を 転 記 す る

が 、 原 文 は 漢 字 カ ナ 混 じ り 文 で あ る 。  

文 久 元 年  

三 月 二 日  曇  同 前  

「 ・ ・ ・ ・ ・ 夜 に 入 り て 直 に 眠 ら ん と 欲 す る に  頭 痛 し て 眠 る こ と 能 わ す  

由 て 五 つ 時 よ り 佐 々 木 を 誘 て 石 灰 町 に 至 り 善 哉 を 喫 し  帰 后 熟 眠 す  外

気 に 触 る る に 由 て 頭 痛 去 る 」  

三 月 九 日  晴  

「 午 前 の 課 を 欠 く  昨 夕 長 野 （ 謙 山 ） 君  佐 々 木 君 牛 頭 を 斎 し 来 り  由 て

頭 を 剖 て 腦 を 観 す ・・・・・ 八 つ 時 に 終 る 」（ 解 剖 の た め の 人 体 は 少 な か っ

た の で 、 牛 や 猫 を 解 剖 す る こ と が 多 か っ た 。 牛 肉 は 料 理 屋 に 持 っ て 行 き 食

し 、 美 味 だ と の 記 載 が あ る ）  

三 月 十 四 日  晴  

「 ・ ・ ・ ・ ・ 夜 に 入 り 鬱 気  善 哉 餅 を 喫 す  佐 々 木 東 洋 君 と 薬 性 学 の 対 読

を 初 む  但 し 午 后 一 時 」  

四 月 三 日  日 曜 日  

「 長 嶺 氏 を 案 内 と し て 昨 日 よ り 佐 々 木 と 相 約 し て 三 崎 行 を 催 す  暁 を 侵

し て 起 て 晴 る 明 ら ん す る 時 微 雨 忽 ち 晴 る  朝 課 を 終 り 行 嚢 を 作 す  佐 々

木 氏 を 待 つ  然 れ ど も 来 ら す  故 に 彼 の 旅 宿 を 訪 ひ 未 た 朝 餐 を 喫 せ す と

暫 時 待 つ に 又 雨 す  然 れ ど も 雨 を 侵 し て 発 途 す ・ ・ ・ ・ ・ 」  

（ こ の 散 策 は 一 泊 二 日 で そ の 詳 細 な 経 路 が 記 録 さ れ お り 、長 崎 半 島 の 南 端 、

脇 岬 に あ る み さ き の 観 音 と 呼 ば れ る 曹 洞 宗 の 寺 に 通 じ る 参 詣 道 、み さ き 道

を 歩 い た も の と 推 測 さ れ る 。 ）  

七 月 七 日  

「 レ ス （ 授 業 の こ と ） 止 む  午 后 よ り 逍 遙 し て 鍔 を 求 め  又 江 戸 町 に て 蘭

画 二 枚 を 求 む  佐 々 木 氏 に 金 一 両 二 十 を 渡 す 」（ 東 洋 は 関 寛 斎 か ら 蘭 画 の

代 金 を 借 り た の だ ろ う か ）  

八 月 二 日  

「 ・ ・ ・ ・ ・ 十 二 枚 の 内 二 枚 佐 藤  一 枚 佐 々 木 ・ ・ ・ ・ ・ 」 （ 枚 と は 蘭 画

の こ と か ）  

な お そ の 後 、関 寛 斎 が 東 洋 と 会 っ た こ と が 、そ の「 家 日 誌 抄 」に 見 え る 。

江 戸 に 帰 っ て か ら の 東 洋 は 、 深 川 、 本 所 な ど 数 カ 所 で 開 業 を し た 後 、 東 京
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府 大 病 院 、 大 学 東 校 、 博 愛 社 で 勤 務 医 と な っ て い た 。  

明 治 ５ 年 11月 18日  

「 東 京 着  佐 藤  佐 々 木  松 本  林 等 を 尋 て 向 来 の 病 院 の 交 代 人 を 探

索 す ・ ・ ・ ・ ・ 」 （ 山 梨 県 立 病 院 の 人 事 の こ と ）  

明 治 ６ 年 ６ 月 10日  

「 逗 留 中 日 々 佐 藤  佐 々 木 両 家 へ 行  診 察 を 傍 観 す 」（ 当 時 、 亀 沢 町 で

開 業 し て い た ）  

こ の よ う に 、 東 洋 の 長 崎 留 学 滞 在 期 間 は ほ ん の 一 年 弱 で 、 語 学 の 問 題 も

あ り オ ラ ン ダ 医 学 の 修 得 は 甚 だ 丌 本 意 で あ っ た と 思 わ れ る 。し か も 経 済 的

に も 苦 労 が あ り 、東 洋 に と っ て 長 崎 留 学 は よ き 思 い 出 で は な か っ た の で は

な か ろ う か 。 し か し 、 東 洋 は そ の 経 験 を 無 駄 に す る こ と な く 、 後 に ド イ ツ

語 、 英 語 を 独 力 で 学 び 、 明 治 4年 に は ジ ョ ン ス ト ン 「 解 体 生 理 図 説 」 （ 英

語 ） 、 明 治 10年 に は 、 シ ュ ミ ッ ト 「 内 科 提 綱 」 全 6巻 （ ド イ ツ 語 ） を 翻 訳

出 版 し て い る 。 因 み に 、 明 治 5年 に は 自 ら の 「 診 法 要 略 」 を 出 版 し た が 、

日 本 語 で 書 か れ た 最 初 の 打 診 、聴 診 の 教 科 書 と し て 医 師 や 医 学 生 に 愛 読 さ

れ た の で あ っ た 。   （ 終 ）  

 

 

人 物 解 説  

(1 )佐 藤 泰 然  

 文 化 元 年 （ 1804） － 明 治 5 年 （ 1872）。 相 模 国 川 崎 生 ま れ 。 1835 年 、

長 崎 に 留 学 。 1838 年 、 両 国 薬 研 堀 に 「 和 田 塾 」 を 開 く 。 １ ８ ４ ３ 年 、 佐

倉 藩 主 堀 田 正 睦 の 招 き で 江 戸 か ら 佐 倉 に 移 住 。 病 院 兼 蘭 医 学 塾 「 佐 倉 順

天 堂 」 を 開 設 、 順 天 堂 医 院 の 始 ま り と な る 。  

(2 )佐 藤 尚 中 （ 舜 海 ）  

文 政 １ ０ 年（ １ ８ ２ ７ ）－ 明 治 １ ５ 年（ １ ８ ８ ２ ）。下 総 国 小 見 川 に 山

口 甫 僊 の 次 男 と し て 生 ま れ る 。1842 年 、佐 藤 泰 然 の 和 田 塾 に 入 り 、の ち

養 子 と な る 。1860 年 か ら １ 年 余 り 長 崎 で ポ ン ペ に 学 ぶ 。１ ８ ７ ３ 年 、順

天 堂 医 院 を 開 設 。  

(3 )関 寛 斎  

文 政 13 年 （ 1830） － 大 正 元 年 （ 1912）。 上 総 国 生 ま れ 。 佐 倉 順 天 堂 で

学 ん だ 後 、 銚 子 で 開 業 。 １ ８ ６ ０ 年 か ら 佐 藤 尚 中 ら と 長 崎 で ポ ン ペ に 学

ぶ 。 帰 国 後 、 徳 島 藩 典 医 と な る 。 戌 辰 戦 争 に 軍 医 と し て 参 加 、 以 後 徳 島

で 開 業 。 1902 年 、 北 海 道 陸 別 町 の 開 拓 事 業 を 開 始 。  

(4 )松 本 良 順 （ 松 本 順 ・ 蘭 疇 ・ 楽 痴 ）   

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%96%87%E5%8C%96_(%E5%85%83%E5%8F%B7)
http://ja.wikipedia.org/wiki/1804%E5%B9%B4
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%98%8E%E6%B2%BB
http://ja.wikipedia.org/wiki/1872%E5%B9%B4
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%BD%90%E5%80%89%E8%97%A9
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%BD%90%E5%80%89%E8%97%A9
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%BD%90%E5%80%89%E8%97%A9
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A0%80%E7%94%B0%E6%AD%A3%E7%9D%A6
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%B1%9F%E6%88%B8
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%BD%90%E5%80%89%E5%B8%82
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%A0%86%E5%A4%A9%E5%A0%82%E5%A4%A7%E5%AD%A6
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%A0%86%E5%A4%A9%E5%A0%82%E5%A4%A7%E5%AD%A6
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%A0%86%E5%A4%A9%E5%A0%82%E5%A4%A7%E5%AD%A6
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%96%87%E6%94%BF
http://ja.wikipedia.org/wiki/1830%E5%B9%B4
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A4%A7%E6%AD%A3
http://ja.wikipedia.org/wiki/1912%E5%B9%B4
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天 保 3年（ 1832） -明 治 40年 (1907)。佐 藤 泰 然 の 次 男 と し て 江 戸 に 生 ま れ 、

の ち 松 本 良 甫 の 養 子 と な る 。1857年 か ら ５ 年 間 長 崎 に 留 学 し ポ ン ペ に オ ラ

ン ダ 医 学 を 学 ぶ 。江 戸 に 戻 り 、医 学 所 頭 取 、将 軍 侍 医 を 務 め 、明 治 維 新 後 、

軍 医 総 監 。 司 馬 遼 太 郎 の 「 胡 蝶 の 夢 」 、 吉 村 昭 「 暁 の 旅 人 」 に 詳 し く 描 か

れ て い る 。  

(5 )ポ ン ペ （ ヨ ハ ネ ス ・ ポ ン ペ ・ フ ァ ン ・ メ ー デ ル フ ォ ー ル ト ）  

1829-1908 年 。 オ ラ ン ダ 海 軍 の 軍 医 。安 政 4 年（ 1857 年 ）に 来 日 し 、

文 久 2 年（ 1862 年 ）ま で の 5 年 間 に 多 く の 日 本 人 に オ ラ ン ダ 医 学 を 伝 え

た 。「 ポ ン ペ 日 本 滞 在 見 聞 記 － 日 本 に お け る 五 年 間 」（ 沼 田 次 郎 、 荒 瀬 進

共 訳 、 異 国 叢 書 ： 雄 松 堂 出 版 、 1978 年 ） が あ る 。  

(6 )入 澤 恭 平  

天 保 ２ 年 （ 1831） － 明 治 ７ 年 (1874)。 越 後 生 ま れ 。 1860 年 、 長 崎 に 留

学 し ポ ン ペ に オ ラ ン ダ 医 学 を 学 ぶ 。 帰 国 後 、 郷 里 で 開 業 し 、 の ち に 陸 軍

1 等 軍 医 副 。 「 長 崎 遊 学  道 中 日 記 」 を 残 し た 。  

(7 )長 與 専 斎  

天 保 9 年 （ 1838）  - 明 治 35 年 （ 1902）。 肥 前 生 ま れ 。 大 坂 適 塾 を 経

て 、 1861 年 長 崎 に 留 学 し ポ ン ペ に オ ラ ン ダ 医 学 を 学 ぶ 。 1871 年 、 岩 倉

遣 欧 使 節 団 の 一 員 と し て 渡 欧 。1874 年 、文 部 省 医 務 局 長 に 就 任 、東 京 医

学 校 校 長 を 兼 務 。 東 京 司 薬 場 （ 国 立 医 薬 品 食 品 衛 生 研 究 所 の 前 身 ） を 創

設 。 1875 年 、 衛 生 局 初 代 局 長 に 就 任 。 の ち 、 元 老 院 議 官 、 貴 族 院 議 員 、

宮 中 顧 問 官 、 中 央 衛 生 会 長 な ど を 歴 任 。  

(8 )小 曽 根 乾 堂  

文 政 11 年 （ 1828）  -  明 治 18 年 （ 1885） 。 肥 前 生 ま れ 。 幕 末 か ら 明

治 へ か け て 有 名 な 篆 刻 家 。 明 治 政 府 の 勅 命 に よ り 御 璽 ・ 国 璽 を 刻 し た 。

長 崎 に い た 勝 海 舟 、坂 本 龍 馬 な ど の 世 話 も し た 事 業 家 と し て も 知 ら れ る 。 
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